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田川市中学校剣道プログラム（TCKP-1）の策定とその評価

池　田　孝　博

要旨　本研究の目的は、田川市剣道学習プログラムを策定し、その有効性を確認することであ

る。Ｉ中学校の１年生21名（男子11名、女子10名）を対象に、10時間の試験的授業を実施し、学

習者による授業評価と授業に観察参加した教師によるピアレビューを実施した。今回のプログラ

ム策定（TCKP-1）にあたっては、学習環境・条件から、内容について、「面」「胴」に技を限定

し、形の学習を中心的課題とした。学習者による授業評価、単元評価および、教師によるピアレ

ビューにおいては、概ね肯定的な評価がみられ、TCKP-1の有効性が確認された。ただし、教師

自身の授業への見通しにおける不安感は回を追うごとに増加している。教師の不安を払拭するた

めの手立てとして、学習プログラムのさらなる工夫と、教師のニーズに合った研修の充実が求め

られる。

キーワード：武道必修化、保健体育、授業評価、ピアレビュー

Ⅰ　緒言

平成20年３月に改訂された小学校学習指導

要領及び中学校学習指導要領、平成21年３月に

改訂された高等学校学習指導要領において、保

健体育については、生涯にわたって健康を保

持増進し、豊かなスポーツライフを実現するこ

とを重視する観点からの改善が図られた。その

中でも特に中学校においては、多くの領域の学

習を充分させた上で、その学習体験をもとに自

らが探求したい運動を選択できるようにするた

め、第１学年及び第２学年で「武道」を含むす

べての領域を、すべての生徒が履修することに

なった（文部科学省，2010）。すなわち、今般

体育または武道の分野で大きな話題となってい

る、いわゆる「武道必修化」問題は、武道が特

別扱いされるのではなく、ダンス同様にこれま

で選択領域であった武道が、他の運動領域と同

等に扱われることを意味している。しかしなが

ら、武道には、その歴史的・伝統的特性から、

教育基本法に示される「人格の完成」や「伝統

と文化を尊重し、それらをはぐくんできたわが

国の郷土を愛すること」など、日本の伝統文化

学習によって、保健体育の学習目標よりも大き

な枠組みでの教育効果も期待されている（全日

本剣道連盟，2009）。これらを背景としてか、

近年、中学校周辺地域の武道実践者が、保健体

育の授業に加わるチームティーチング（TT）

授業が展開されていることが報告されている

が、その一方では、武道を専門性としない現場

の教師による体育の授業研究も盛んに行われて

いる（小山，1997，2005）。教育効果を向上さ
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せるための、TT授業は十分活用されるべきで

あり、否定されるものではない。また、日本伝

統文化としての武道を学習するために、優れた

専門家を招聘し、その内容に触れさせることの

教育的意義も大きいと思われる。しかしなが

ら、他の運動領域と同様に、多くの領域を学習

させる機会を与えることが求められている保健

体育の内容の一つとしての武道においては、現

場の教師が学習指導を行う能力を身につけるべ

きであり、また一方で、武道の学習は、教師に

とって指導しやすい内容として設定されること

が求められる。

　ところで、福岡県田川市では2012（平成24）

年度の武道必修化完全実施に向けた準備とし

て、2010（平成22）年に「武道に関する検討

委員会」を発足した。この検討委員会は、教育

委員会と市内の中学校（６校）の管理職および

保健体育科教諭によって構成される。この会議

の中で、田川市における武道必修化への対応と

して、市内全中学校における統一的なカリキュ

ラムとして剣道を実施することが決定された。

しかしながら、市内の中学校に剣道を専門とす

る体育教師は不在であり、さらに剣道の指導経

験を有する教師もいない状況にある。そのよう

な中で、完全実施に向けた教育プログラムの策

定およびそれに伴う備品などの検討が急務と

なっている。

　そこで本研究では、田川市と福岡県立大学の

連携によって、教育委員会、中学校現場の保健

体育科の教師、剣道の専門性を有するスポーツ

科学研究者の協働によって、「田川市剣道学習

プログラム（TCKP; Tagawa-City's Kendo 

Program）」を策定することを目的とする。さ

らに、学習プログラムの有効性を確認するた

め、実際に試験的な授業を実施した上で、学習

者による授業評価と授業に観察参加する教師に

よるピアレビューによる検証を行う。

Ⅱ　方法

１．手順

１）対象校、実施学年・クラスの選定

　策定するTCKP-1は、体育分野のすべての領

域を学ぶことが定められている（文部科学省，

2008）、第１学年及び第２学年のうち、学習者

の身体的、精神的、社会的な発達段階を考慮し

て、第１学年に配当することとした。また、実

際に授業として行うモデル校は、田川市内の中

学校６校のうち、１学年１クラスであり、男女

の人数比もほぼ等しく、時間割調整を行いやす

い等の観点から、Ｉ中学校を選定した。対象と

なったＩ中学校１年生（１クラス）の人数は、

21名で男女の内訳は、男子11名、女子10名であ

る。

２）授業回数および実施期間

　試験的な授業の実施期間は、保健体育の年間

授業計画を考慮して、第２学期で運動会開催後

にあたる10月から12月までに設定した。また、

授業担当者や、ピアレビューを行う教師の都合

を踏まえ、１週間の中で１時間、決められた時

間枠に固定した。具体的には、短縮授業の期間

内であっても、50分の授業時間に影響が少な

いと思われる木曜日の５時間目（定刻13：45か

ら14：25）に設定した。結果的に、確保された

授業回数は10回であった。

３）学習内容設定のための授業条件

　今回策定するプログラム（TCKP）における

基本的な考え方は、授業を実際に行うことが可

能であることが条件となる。検討委員会設置時

において、剣道を実施するための施設・用具は、
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剣道部があり、剣道場を有する１校を除いて、

全く整備されていない状況にある。そこで、本

研究では、防具を用いた竹刀打ち込み方式によ

る授業プログラムは今後の課題とし、剣のみ（竹

刀または木刀）を用いた条件下での学習プログ

ラム（TCKP-1）を作成することを決定した。

４）プログラム策定者・授業担当者

　TCKP-1の策定および試験的授業を担当する

者については、次のような条件を考慮した。①

文部科学省が定める教育機関において20年以

上の教職歴を有し、そのうち中学校での教育経

験を有する。②教員養成を専とする４年制大学

の学部において、教職希望の学生を対象とした

剣道の授業経験を有する。③全日本剣道連盟の

段位を有する。④スポーツ科学研究に従事し、

体育科教育研究や測定評価研究に関わる業績を

有する。以上のすべての条件に見合う該当者が

選定され、プログラムの策定と試験的授業が進

められた。

５）プログラム評価

　TCKP-1の有効性に対する評価は、実際に授

業を受ける学習者（中学生）と授業を担当する

ことが求められる中学校の保健体育教師の２者

の視点から行った。

　学習者による評価では、毎回のプログラム

について授業後に、資料３に示す項目（浅見，

2011a，2011b）を用いて検討した。また、単

元（10時間）の終わりには、剣道の単元全体に

対する評価を求めた。単元全体に対する評価票

は、資料４に示している。

　ピアレビュー（西垣，2004）の観点で行った

教師による評価では、毎回の授業後に観察参加

している教師の視点で、授業実践者が行った授

業に対する客観的な評価と、観察した教師が実

際に同じ学習プログラムを実施する場合の見通

しについて回答を求めた。使用した評価票は、

資料５に示している。具体的な項目は、イン

ストラクション・デザイン（ID：Instruction 

Design）の理論（島宗，2004）にもとづいて

設定した。また、学習者と同様に、10時間の終

わりには、単元全体に対する意識や感想を、資

料６に示す評価票を用いて確認した。

Ⅲ　結果及び考察

１．学習プログラム

　資料１に単元全体を通した計画、資料２に各

授業回における学習指導案を示している。今回

授業を行う田川市の中学校には、学習指導要領

に示されている、「実際に技を試しあう」内容

を実施するための防具が整備されていない。そ

のような制約から、このTCKP-1では、小山

（1997，2005）、岡田（2009）、高橋ほか（2009）、

全日本剣道連盟（2009）を参考に、防具を用い

ず剣（竹刀および木刀）のみを用いた授業を行

うように計画した。

技に関しては、授業時間数や学習者の意識

（全日本剣道連盟学校体育部会，2011）を考慮

して、中学校の禁止技である「突き」以外に、

「小手」も学習内容から外して配列した。 

２．プログラムの評価

１）学習者による評価

TCKP-1に対する学習者の評価は、形のテス

トを行う10時間目を除く、９回の授業後に実施

した。各授業時間における評価項目ごとの学習

者全体の平均値を表１に示している。平均値と

しては、２回目の「深く心に残ることや感動す

ることがありましたか」における2.2がもっとも

低く、これ以外はすべて2.5以上の高い値を示し
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た。回数に関しては、８回目の2.85、６回目の2.80

が高い。８回目の授業は、応じ技の学習で、相

手とのタイミングを合わせる必要や、左右への

足さばきが求められる高度な内容である。また、

６回目の内容では、つばぜり合いからの引き技

を扱っており、接近した状態や、後方へからだ

を運んでの技に興味が示されたと思われる。

　10時間の学習を終えた後に、剣道の単元全体

に対する評価を求めた。結果は、図１に示して

いる。もっとも評価が高かった項目は、Ｑ７「剣

道は真剣にやれば安全だと思う」で10段階評価

の8.0を示した。また、Ｑ２「たくさんの技を

学びたい（7.4）」、Ｑ５「木刀より竹刀で打つ形

がしたい（7.3）」、Ｑ10「防具をつけて剣道が

したい（7.1）」および「総合的な満足度（7.3）」

はいずれも７点以上で高い評価になった。一

方、剣道に対する否定的な評価である、Ｑ３「武

道なら柔道がしたい（2.1）」、Ｑ８「剣道は怖い

（4.5）」に関してはいずれも低い値を示した。学

習の進め方によって、剣道に対する不安はある

程度払拭できると思われる。また、様々な技の

学習には、高い興味が示されており、学習内容

を配列する上での重要な示唆となる。

２）観察参加教師によるピアレビュー

　各授業回に対する教師からのピアレビューの

結果を、表２に示している。５段階評価である

ため、3.0を基準とすると、ＡからＨは内容の

良い面を評価する項目であるが、いずれも基準

を超えており、肯定的な評価を受けていること

表１　学習者による授業評価（第１回目から第９回目）

項　　　目
授　業　回　数

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ａ．深く心に残ることや感動することが

ありましたか
2.4 2.2 2.5 2.6 2.4 2.6 2.6 2.7 2.6

Ｂ．今までにできなかったこと（運動や

わざ）ができるようになりましたか
2.6 2.7 2.7 2.7 2.9 2.8 2.8 3.0 2.5

Ｃ．「あっ、そうか」とか「あっ、わかっ

た」ということがありましたか
2.5 2.3 2.6 2.8 2.5 2.6 2.7 2.8 2.7

Ｄ．全力を尽くして運動することができ

ましたか
2.6 2.9 2.8 2.7 2.8 2.9 2.7 2.8 2.9

Ｅ．楽しかったですか 3.0 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9

Ｆ．自分から進んで学習できましたか 2.9 2.7 2.8 2.9 2.8 2.8 2.9 2.8 2.8

Ｇ．自分の目標に向かって何回も練習で

きましたか
2.5 2.7 2.6 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7

Ｈ．友だちと協力して、なかよく学習で

きましたか
3.0 2.9 2.8 2.8 2.9 2.9 2.8 2.9 2.6

Ｉ．友だちとおたがいに教えたり、助け

たりしましたか
2.5 2.5 2.6 2.6 2.8 2.8 2.7 2.9 2.9

平均値 2.63 2.62 2.71 2.75 2.76 2.80 2.76 2.85 2.72

註）全質問に対して　はい（３点）、どちらでもない（２点）、いいえ（１点）で点数化
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が窺える。一方、問題点を指摘するＩおよびＪ

の項目でも、ほとんどが基準を下回り、問題は

ないことを示しているが、第３回目および４回

目の授業について「生徒が学習する内容が多す

ぎる」ことを指摘する結果となっている。これ

らの授業は、単元の中の「なか」の１回目、２

回目にあたり、それまでの基本動作から「わざ

（仕掛け技）」の内容への導入・展開がみられ

た授業である。基本動作は個人的な学習である

が、わざの学習では対人的な要素が多くなり、

学習者の理解度にも格差が生じてくることが懸

念される。

次に、観察参加教師自身が、実際に授業を行

うとした場合の見通しについては、「できそう

である」に関するａからｈについて否定する評

価（3.0未満）と「不安がある」ことを示すｉ

やｈを肯定する評価（3.1以上）は、授業回数

を追うごとに増加する傾向がみられ、技の深ま

り、技数の増加等に伴って、自分自身で授業を

行う見通しに自信がなくなることが示された。

特に、最終の10回目の形のテストの授業では、

ほとんどの項目で見通しに対する自信が低い結

果が示されており、技の評価能力に関する課題

が明確になった。

　単元全体に対する評価は、図２に示してい

る。「Ｑ１自分で授業を行う見通しが立った」、

「Ｑ２この内容を参考に学習量を少なくして

ゆっくり指導したい」などに肯定的な評価がな

される一方で、「Ｑ４全く別のプログラムをつ

くり必要を感じる」について否定的な評価が示

されており、TCKP-1のプログラムとしての有

効性は認められたと思われる。しかしその一方

で、「Ｑ６見本を示す自信がある」の評価が低

く、「Ｑ13自分が見本を示せるようになるため

の研修がしたい」は高い評価になっていること

から、教師に向けた研修が今後の課題となる。

5.5

7.4

2.1

5.2

7.3

6.1

8.0

4.5

5.8

7.1 7.3

0

5

10

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 総合評価

Q1 剣道は危険だと思う

Q2 形の方法でたくさんの技を学びたい

Q3 同じ武道なら柔道をしたい

Q4 対人（2人で向き合う）がおもしろい

Q5 木刀の形より竹刀で打つ形がしたい

Q6 剣道は運動量が少ない

Q7 剣道は真剣にやれば安全だと思う

Q8 剣道は怖い

Q9 また授業で剣道がしたい

Q10防具（面や胴）をつけて剣道がしたい

 （1:全くそう思わない～10:とてもそう思う）

 総合評価 （1:とても不満～10:とても満足） 

図１　学習者による単元評価
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なお、「Ｑ14剣道を行うことの意義」に高い評

価がある一方で、「Ｑ15不安に感じる」でも同

様に評価が高いことから、現場の教師の不安を

払拭するための手立てとして、研修に加えて、

さらなるプログラムの検討が求められる。

Ⅳ　まとめ

　中学校保健体育科における武道の必修化に

伴って、福岡県田川市内の中学校で行うため

の、防具を用いず、竹刀・木刀のみによる10時

間の剣道学習プログラム（TCKP-1）を策定し

た。さらに、実際にそのプログラムを授業とし

て実施し、その内容について検証した。結果は

以下の通りである。

１．プログラムにおいては、「面」「胴」に技を

限定し、形の学習を中心的課題とした。

２．学習者による授業評価では、「つばぜり合

表２　観察参加教員によるピアレビュー（第１時間目から第９時間目）

項　　目
授　業　回　数

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ａ．教えていることが明確な内容である 4.5 4.6 3.7 4.6 4.1 4.2 3.8 4.4 4.0

Ｂ．生徒の学びを保証した内容である 4.5 4.3 3.9 4.4 4.3 4.0 3.8 4.3 3.7

Ｃ．教える目的が明確な内容である 4.6 4.4 3.6 4.3 4.4 4.0 3.7 4.4 3.9

Ｄ．成功の基準が明確な内容である 4.1 4.1 3.9 3.9 3.6 3.6 3.7 3.8 4.0

Ｅ．行動目標を確認できる内容である 4.4 4.1 3.6 4.3 3.9 4.0 3.7 4.1 3.9

Ｆ．目標となる行動を引き出せる内容である 4.5 3.9 3.9 4.3 3.9 3.7 4.0 4.0 3.4

Ｇ．学ばせて，楽しませる内容である 4.7 4.3 3.3 3.9 3.1 3.6 3.8 3.9 3.3

Ｈ．個人差に配慮した内容である 3.5 3.1 3.4 3.6 3.0 3.0 3.5 3.4 3.0

Ｉ．生徒にとって易しすぎる内容である 2.6 2.0 2.9 2.3 2.5 2.0 2.7 2.1 1.9

Ｊ．生徒が学習する内容が多すぎる 1.8 2.0 3.3 3.3 2.4 2.4 2.2 2.5 2.9

ａ．生徒の学びを保証できそうである 4.3 4.0 3.6 3.7 3.5 3.7 3.3 3.4 2.5

ｂ．標的行動を見せることができそうである 3.5 3.7 3.7 3.0 3.3 3.2 2.7 2.9 1.8

ｃ．目標となる生徒の行動を引き出せそうである 3.8 4.1 3.6 3.6 3.1 3.3 3.3 3.5 2.2

ｄ．引き出した行動が強化（誉める）できそうである 3.7 3.9 3.1 3.6 3.4 3.2 3.2 3.6 2.3

ｅ．正しい行動を教えることがでそうである 3.6 4.0 3.3 3.3 3.1 3.0 2.8 3.0 2.2

ｆ．誤った行動を教えることができそうである 3.6 3.6 3.1 3.3 2.6 3.2 2.8 3.0 2.8

ｇ．学ばせて，楽しませることができそうである 4.1 4.0 2.6 3.6 2.9 3.0 2.7 3.4 2.3

ｈ．個人差に配慮した指導ができそうである 3.2 3.1 2.7 3.0 2.9 2.9 3.0 3.1 2.3

ｉ．指導する内容が難しすぎる 2.4 2.4 2.9 3.1 2.6 2.8 3.0 3.0 3.3

ｊ．取り扱う内容の量が少なすぎる 2.0 2.7 2.6 2.0 2.5 2.2 2.3 2.1 1.8

註）回答の選択肢〔１：全くそう思わない　２：そう思わない　３：どちらともいえない　４：そう思う

　　　　　　　　　５：とてもそう思う〕
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いからの引き技」や「応じ技および左右への

体さばき」を中心課題とした授業の評価が高

かった。

３．学習者による単元評価では、剣道に対して

高い興味・関心が認められた。また、不安・

恐怖感への対応も、授業の進め方によって払

拭できる可能性が示唆された。

４．教師によるピアレビューにおいては、概ね

肯定的な評価が認められた。ただし、基本動

作から技への導入にはスモールステップや内

容の整理が必要である。

５．教師自身の授業への見通しにおける不安

は、回を追うごとに増加している。学習プロ

グラムのさらなる工夫と、教師のニーズに

合った研修の充実が求められる。

６．教師による単元への評価では、TCKP-1の

有効性が確認された。「見本を見せられるこ

と」など、教師の不安を払拭するための手立

てが必要である。

付記

　本研究の一部は、平成24年度「田川市と福岡

県立大学との共同事業助成金」（研究課題名「中

学校保健体育科における武道必修化に伴う剣道

授業プログラムおよび評価方法の検討」研究代

表者：池田孝博）の補助を受けて実施された。

文献

浅見裕（2011a）剣道好きをつくる指導（上），スキー

ジャーナル社．

浅見裕（2011b）剣道好きをつくる指導（下），スキー

ジャーナル社．

6.3

2.6

6.3

2.3

7.1

3.8

6.4
5.6

5.0
4.5

5.3

7.3
8.4

7.0 7.2

0

5

10

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15

Q1 自分で授業を行う見通しが立った

Q2 もっとレベルの高い内容に工夫できそうである

Q3 この内容を参考に学習量を少なくしてゆっくり指導したい

Q4 全く別のプログラムを作る必要を感じる

Q5 剣道にはTAの協力が不可欠である

Q6 見本を示す自信がある

Q7 生徒の良いモデルの見極めができそうである

Q8 木刀による形の学習でも生徒の興味を喚起できそうである

Q9 授業で使ったゴム製木刀でも安全性に問題がある

Q10形の学習と竹刀防具打ち込み形式の学習では形の方が危険である

Q11剣道の授業は竹刀防具で行うべきである

Q12竹刀防具による剣道授業で同じような取り組みが必要である

Q13自分が見本を示せるようになるための研修がしたい

Q14形であれ，竹刀防具であれ中学生に剣道の授業を行うことの意義を感じる

Q15形であれ竹刀防具であれ，生徒の実態を考えると剣道を教えることに不安を感じる

（1:全くそう思わない～10:とてもそう思う） 

図２　観察参加教師による単元に関する評価
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小山吉明（1997）剣術から剣道、そしてKENDOへ，

体育科教育，45⑼：50-52.

小山吉明（2005）実技と体育理論で学ぶ「武道文化」

の授業，体育科教育，53⑾：48-51.

文部科学省（1993）剣道指導の手引き．

文部科学省（2008）中学校学習指導要領解説　保健体

育編，東山書房．

文部科学省（2010）新しい学数指導要領の基づく剣道

指導に向けて（学校体育実技指導資料第１集「剣道

指導の手引」参考資料）．

西垣順子（2004）授業のピアレビューを中心とする教

育改善の試み，京都大学高等教育研究，10：33-43．

岡田幸一（2009）「武道の必修化」への対応，移行期か

らできること，体育科教育，57⑴：50-53．

島宗理（2004）教師のためのルールブック　インスト

ラクショナル・デザイン，米田出版．

高橋健夫・米村耕平・山神真一（2009）校長先生が教

えてくれた剣道の授業，体育科教育，57⑺：73-75.

巽申直・恵土孝吉・本村清人（2004）新しい剣道の授

業づくり，大修館書店．

全日本剣道連盟（2003）木刀による剣道基本技稽古法．

全日本剣道連盟（2009）剣道授業の展開．

全日本剣道連盟学校体育部会（2011）中学校武道（剣道）

に関する調査報告書；平成24年度完全実施中学校武

道必修化に伴う実態調査，全日本剣道連盟．
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資料1 単元計画

時 ねらい・学習活動

はじめ
ねらい
○剣道の歴史（稽古法）を理解しよう
○技に必要な基本的動作を身につけよう

学習の重点
・構え，体（足）捌き，間合，掛け声，刃筋，物打ち
・真剣に取り組む意義
・健康・安全の留意点

1

１．活動Ⅰ　「剣道の理解」
・スライド学習を通して剣道の歴史や特性を理解する
２．活動Ⅱ　「基本動作と基本技の修得」
・基本的な動作として刃筋を意識して木刀を操作する

2
・基本的な動作を身につける
　　刃筋正しい振りに加えて，振りとめる，打つ，すり足・送り足移動を行う

なか

ねらい
○相手の動きに応じて攻防する技を身につけよう
○練習相手を尊重する心を理解し，その方法（礼法）を身につけよう
○剣道の稽古法に含まれる伝統的な所作を理解し，実践しよう

学習の重点
・礼法，所作
・一本打ちの技，二段技，引き，抜き，打ち落とし，受け方
・打突の機会

3
１．活動Ⅰ「基本の技」　「仕掛けていく技（その１）」
・基本的な動作に基づいて基本技の動作を身につける
・対人的な学習の中で相手を尊重した礼法・所作を身につける

4 ・構えから隙を発見し，それに乗じて仕掛ける技を身につける

5 ・技を出した後にできる隙を発見し，連続して仕掛ける技を身につける

6 ・鍔競り合いから隙を発見し，それに乗じて仕掛ける技を身につける

7
２．活動Ⅱ　「応じる技」
・相手が出した技をかわしてできた隙に直ちに技を出す（抜き技）

8 ・相手の木刀を制してできた隙に直ちに技を出す（打ち落とし/すりあげ技）

まとめ

ねらい
○与えられた役割を意識して，相手と気持ちを合わせて形を演じてみよう
○得意技を磨こう
○相手との攻防練習を通して，基本的な動作の重要性を再認識しよう

学習の重点
・形の演武，得意技
・役割理解
・必要な体力，課題に応じた運動

9
１．活動Ⅰ　「形の演武練習」
・これまで学習した基本技を復習して，正しい動作で演武する
　　面，面胴，引き面，面抜き胴，胴打ち落とし面

10
２．活動Ⅱ　「基本技の演武と相互評価」
・基本技を演武し，その完成度について生徒による相互評価を行う
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資
料

2 本
時
の
展
開
（
1
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
剣
道
の
歴
史
学
習
を
通
し
て
そ
の
技
術
的
特
性
（
刃
の
方
向
に
そ
っ
て
振
る
）
を
理
解
す
る
．

・
「
振
る
」
た
め
の
準
備
と
し
て
の
構
え
を
理
解
し
，
そ
の
姿
勢
が
と
れ
る
．

・
木
刀
を
刃
の
方
向
に
そ
っ
て
振
る
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
2
本
の
木
刀
で
出
来
た
隙
間
を
そ
の
木
刀
に
触
れ
な
い
よ
う
に
振
る
（
木
刀
間
素
振
り
）

・
木
刀
を
振
り
お
ろ
し
て
新
聞
紙
を
真
っ
直
ぐ
切
る
（
新
聞
斬
り
）

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
単
元
の
意
義
・
ね
ら
い
と
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
剣
道
の
歴
史
と
特
性
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
1
.p
pt
」
）

○
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
さ
せ
る

４
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

・
組
ん
だ
拳
を
身
体
の
真
ん
中
で

上
下
さ
せ
る

５
．
刃
筋
正
し
く
振
る
た
め
の
「
握
り
」
の
感
覚
を
つ
か
む

(1
)新
聞
紙
に
よ
る
感
覚
の
理
解
…
掌
全
体
で
新
聞
を
握
る
（
潰
れ
な
い
様
に
）

・
新
聞
紙
を
配
布
し
て
折
ら
せ
る

(2
)木
刀
の
感
覚
…
(1
)と
同
じ
意
識
で
木
刀
を
握
る

・
木
刀
を
配
布
す
る

６
．
三
つ
の
「
構
え
」
の
説
明
を
聞
き
，
そ
の
姿
勢
を
と
る
練
習
を
す
る
．

・
姿
勢
は
自
然
体

中
段
：
左
手
を
お
へ
そ
の
前
に
置
く
こ
と
．
木
刀
の
先
（
剣
先
）
を
自
分
の
喉
の
高
さ
に
す
る
こ
と

・
細
か
い
指
導
は
極
力
差
避
け
る

上
段
：
握
り
は
そ
の
ま
ま
で
，
肩
関
節
を
動
か
し
て
，
左
手
を
頭
上
に
あ
げ
る
こ
と

・
刃
を
下
向
き
に
さ
せ
る

下
段
：
上
段
か
ら
剣
先
が
真
上
を
向
く
よ
う
に
手
首
を
伸
ば
し
，
そ
の
ま
ま
左
手
を
お
へ
そ
の
前
ま
で
持
っ

て
く
る
こ
と
．
剣
先
が
概
ね
膝
の
高
さ
．

◎
正
し
い
構
え
が
と
れ
て
い
る

【
観
察
評
価
】

７
．
三
つ
の
構
え
に
素
早
く
変
化
し
な
が
ら
，
刃
筋
の
通
っ
た
上
下
素
振
り
を
行
う
．

◎
刃
筋
正
し
く
触
れ
て
い
る

８
．
３
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
，
振
っ
た
時
の
刃
筋
を
確
認
す
る
．

【
観
察
評
価
】

(1
)隙
間
素
振
り
…
中
段
の
構
え
で
並
ん
だ
2
人
の
木
刀
の
間
を
振
り
お
ろ
す

(2
)新
聞
斬
り
…
３
(2
)で
用
い
た
新
聞
を
広
げ
て
斬
る
．
斬
っ
た
新
聞
紙
を
集
め
る

９
．
発
声
（
カ
ウ
ン
ト
）
を
付
け
上
下
素
振
り
を
行
う

◎
大
き
な
声
が
出
て
い
る

・
1
0
本
単
位
で
　
声
が
出
る
ま
で
　
（
男
女
別
，
グ
ル
ー
プ
別
）

【
観
察
評
価
】

1
0
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
1
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
2
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

(2
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

は じ め ま と めな か

刃
筋
を
理
解
し
，
そ
れ
を
意
識
し
て

木
刀
操
作
で
き
る
か
評
価
す
る

本
時
の
展
開
（
2
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
刃
の
方
向
を
意
識
し
て
斜
め
に
木
刀
を
振
る
．

・
振
り
ぬ
く
（
振
り
切
る
）
動
作
と
の
違
い
を
理
解
し
て
，
定
め
ら
れ
た
部
位
で
振
り
を
止
め
る
．

・
身
体
の
移
動
を
伴
っ
て
木
刀
を
振
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
木
刀
を
使
っ
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
ド
リ
ブ
ル
し
た
り
，
打
ち
返
し
た
り
す
る
（
ボ
ー
ル
操
作
）

・
木
刀
を
振
り
お
ろ
し
て
ボ
ー
ル
の
直
前
で
止
め
る
（
寸
止
め
）

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
剣
道
の
振
り
と
打
ち
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
2
.p
pt
」
）

○
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
さ
せ
る

４
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

・
組
ん
だ
拳
を
定
め
ら
れ
た
高
さ
で

止
め
る
（
へ
そ
，
胸
，
肩
）

３
．
前
回
の
復
習
（
刃
筋
正
し
く
振
る
）

・
木
刀
を
配
布
す
る

・
中
段
，
上
段
，
下
段
の
構
え
の
確
認
と
上
下
振
り

・
姿
勢
は
自
然
体
を
保
た
せ
る

４
．
斜
め
方
向
の
振
り

◎
刃
筋
正
し
く
触
れ
て
い
る

・
肩
に
担
い
だ
姿
勢
（
八
相
の
構
え
）
か
ら
の
袈
裟
切
り
と
そ
の
逆
側

【
観
察
評
価
】

５
．
振
り
と
め
る
方
法
の
説
明
を
聞
き
，
そ
の
練
習
を
す
る
．

上
段
の
構
え
（
振
り
か
ぶ
っ
た
姿
勢
か
ら
）
手
首
を
伸
ば
し
た
後
に
剣
先
を
面
の
位
置
で
止
め
る
．

上
段
の
構
え
か
ら
，
肩
関
節
を
動
か
し
て
，
勢
い
よ
く
振
り
お
ろ
し
，
腕
を
止
め
る
場
所
で
，
そ
れ
と
同
時
に

手
首
を
伸
ば
す
．

振
り
下
ろ
す
瞬
間
に
木
刀
を
握
る
（
落
下
を
受
け
止
め
る
要
領
で
）

６
．
２
人
組
を
つ
く
り
，
木
刀
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
操
作
す
る
．

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
配
布
す
る

(1
)ド
リ
ブ
ル
1
0
回
ず
つ
（
交
代
）
　
す
り
足
（
安
定
）
・
送
り
足
（
常
に
同
じ
足
構
え
の
維
持
）
◎
手
首
を
う
ま
く
使
え
て
い
る
か

◎
刃
筋
正
し
く
捉
え
て
い
る
か

(2
)パ
ス
を
さ
れ
た
ボ
ー
ル
を
上
段
か
ら
一
歩
前
進
し
て
刃
筋
正
し
く
打
ち
返
す
．

【
観
察
評
価
】

７
．
ボ
ー
ル
へ
寸
止
め

(1
)頭
上
に
ボ
ー
ル
が
あ
る
相
手
を
め
が
け
て
木
刀
を
振
り
お
ろ
し
，
直
前
で
止
め
る

◎
ギ
リ
ギ
リ
で
止
ま
っ
て
い
る
か

◎
大
き
な
声
が
出
て
い
る

(2
)「
メ
ン
」
の
発
声
を
伴
っ
て

【
観
察
評
価
】

８
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

９
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
0
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

(2
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

は じ め

刃
筋
正
し
い
振
り
か
ら
，
打
つ
（
止

め
る
）
木
刀
操
作
で
き
る
か
評
価
す

る

な か ま と め

５ ６ ７ ８ ９ 10
．

11
．

12
．

本
時
の
展
開
（
2
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
刃
の
方
向
を
意
識
し
て
斜
め
に
木
刀
を
振
る
．

・
振
り
ぬ
く
（
振
り
切
る
）
動
作
と
の
違
い
を
理
解
し
て
，
定
め
ら
れ
た
部
位
で
振
り
を
止
め
る
．

・
身
体
の
移
動
を
伴
っ
て
木
刀
を
振
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
木
刀
を
使
っ
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
ド
リ
ブ
ル
し
た
り
，
打
ち
返
し
た
り
す
る
（
ボ
ー
ル
操
作
）

・
木
刀
を
振
り
お
ろ
し
て
ボ
ー
ル
の
直
前
で
止
め
る
（
寸
止
め
）

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
剣
道
の
振
り
と
打
ち
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
2
.p
pt
」
）

○
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
さ
せ
る

４
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

・
組
ん
だ
拳
を
定
め
ら
れ
た
高
さ
で

止
め
る
（
へ
そ
，
胸
，
肩
）

３
．
前
回
の
復
習
（
刃
筋
正
し
く
振
る
）

・
木
刀
を
配
布
す
る

・
中
段
，
上
段
，
下
段
の
構
え
の
確
認
と
上
下
振
り

・
姿
勢
は
自
然
体
を
保
た
せ
る

４
．
斜
め
方
向
の
振
り

◎
刃
筋
正
し
く
触
れ
て
い
る

・
肩
に
担
い
だ
姿
勢
（
八
相
の
構
え
）
か
ら
の
袈
裟
切
り
と
そ
の
逆
側

【
観
察
評
価
】

５
．
振
り
と
め
る
方
法
の
説
明
を
聞
き
，
そ
の
練
習
を
す
る
．

上
段
の
構
え
（
振
り
か
ぶ
っ
た
姿
勢
か
ら
）
手
首
を
伸
ば
し
た
後
に
剣
先
を
面
の
位
置
で
止
め
る
．

上
段
の
構
え
か
ら
，
肩
関
節
を
動
か
し
て
，
勢
い
よ
く
振
り
お
ろ
し
，
腕
を
止
め
る
場
所
で
，
そ
れ
と
同
時
に

手
首
を
伸
ば
す
．

振
り
下
ろ
す
瞬
間
に
木
刀
を
握
る
（
落
下
を
受
け
止
め
る
要
領
で
）

６
．
２
人
組
を
つ
く
り
，
木
刀
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
操
作
す
る
．

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
配
布
す
る

(1
)ド
リ
ブ
ル
1
0
回
ず
つ
（
交
代
）
　
す
り
足
（
安
定
）
・
送
り
足
（
常
に
同
じ
足
構
え
の
維
持
）
◎
手
首
を
う
ま
く
使
え
て
い
る
か

◎
刃
筋
正
し
く
捉
え
て
い
る
か

(2
)パ
ス
を
さ
れ
た
ボ
ー
ル
を
上
段
か
ら
一
歩
前
進
し
て
刃
筋
正
し
く
打
ち
返
す
．

【
観
察
評
価
】

７
．
ボ
ー
ル
へ
寸
止
め

(1
)頭
上
に
ボ
ー
ル
が
あ
る
相
手
を
め
が
け
て
木
刀
を
振
り
お
ろ
し
，
直
前
で
止
め
る

◎
ギ
リ
ギ
リ
で
止
ま
っ
て
い
る
か

◎
大
き
な
声
が
出
て
い
る

(2
)「
メ
ン
」
の
発
声
を
伴
っ
て

【
観
察
評
価
】

８
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

９
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
0
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

(2
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

は じ め

刃
筋
正
し
い
振
り
か
ら
，
打
つ
（
止

め
る
）
木
刀
操
作
で
き
る
か
評
価
す

る

な か ま と め



― 56 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第21巻　第２号

― 57 ―

池田：田川市中学校剣道プログラム（TCKP-1）の策定とその評価

本
時
の
展
開
（
4
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
礼
法
の
意
味
を
理
解
し
た
上
で
，
正
し
い
所
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
の
反
応
に
合
わ
せ
て
，
有
効
打
突
の
条
件
に
合
っ
た
動
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
元
立
ち
，
掛
り
手
を
立
場
を
理
解
し
て
，
安
全
に
技
の
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
正
し
い
所
作
に
よ
る
礼
法
を
実
践
す
る

・
木
刀
で
身
に
付
け
た
技
を
竹
刀
で
打
っ
た
り
，
受
け
た
り
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
を
行
う
．

６
．
提
げ
刀
・
立
礼
，
帯
刀
・
抜
刀
・
蹲
踞
，
自
然
体
で
中
段
の
構
え

７
．
刃
筋
正
し
く
上
下
素
振
り
・
斜
め
振
り

◎
刃
筋
が
通
っ
た
振
り
下
ろ
し

８
．
三
挙
動
の
面
素
振
り
・
胴
素
振
り

(1
)振
り
か
ぶ
り
　
(2
)前
進
・
振
り
と
め
　
(3
)後
退
・
残
心
を
示
し
つ
つ
中
段
に
戻
る

◎
正
し
い
姿
勢
で
移
動
・
打
ち
の
結
合

９
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
・
胴
打
ち
練
習

T
:教
師
　
S
:生
徒

　
　
　
　
　
T
の
動
き
↓

剣
先
を
開
く
　
　
　
　
面
打
ち
　
　
　
　
　
　
左
手
を
上
げ
る
　
　
　
　
胴
打
ち

・
隙
と
打
つ
べ
き
部
位
の
確
認

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
振
り
止
め
・
残
心

1
0
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
・
胴
打
ち
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
の
機
会
を
与
え
る

・
S
kは
S
m
が
つ
く
っ
た
隙
に
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
打
ち
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

・
木
刀
の
回
収

1
1
．
扇
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
面
・
胴
打
ち
の
打
た
せ
方
の
確
認

・
竹
刀
の
配
布

面
の
打
た
せ
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
の
打
た
せ
方

頭
の
高
さ
で
前
方
へ
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
右
を
向
く

1
2
．
対
人
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
面
・
胴
打
ち
練
習

・
振
り
止
め
と
打
ち
止
め
以
外
は
，

　
同
じ
所
作
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る

・
1
0
の
要
領
で
相
手
の
竹
刀
を
打
つ

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
打
ち
止
め
・
残
心

1
3
．
竹
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
4
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
5
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
6
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

は じ め

木
刀
で
学
習
し
た
基
本
動
作
と
基

本
の
技
を
竹
刀
で
実
際
に
打
つ
場

面
で
も
行
え
る
か
を
評
価
す
る

な か ま と め

本
時
の
展
開
（
3
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
相
手
を
尊
重
し
て
学
習
を
行
う
態
度
を
身
に
つ
け
，
同
時
に
礼
法
や
所
作
を
通
し
て
そ
れ
を
形
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
．

・
有
効
打
突
の
条
件
を
理
解
し
て
，
そ
れ
に
か
な
っ
た
打
撃
動
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
の
隙
（
構
え
の
崩
れ
）
を
観
察
し
，
そ
こ
か
ら
打
つ
べ
き
部
位
を
発
見
し
て
技
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
礼
法
（
対
象
と
し
て
の
時
空
間
・
相
手
，
所
作
と
し
て
の
立
礼
・
蹲
踞
）
を
実
践
す
る
【
真
剣
味
の
あ
る
態
度
】

・
移
動
（
す
り
足
・
送
り
足
）
と
打
ち
（
刃
筋
・
物
打
ち
・
姿
勢
）
の
運
動
を
結
合
さ
せ
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
有
効
打
突
の
条
件
と
礼
法
所
作
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
3
.p
pt
」
）

４
．
正
座
と
坐
礼

５
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

　
(1
)入
場
行
進
と
お
茶
運
び
歩
き
　
(2
)手
刀
反
応
※

※
手
刀
に
よ
る
単
純
反
応
運
動

①
T
:手
を
下
→
S
:「
メ
ン
」
で
手
を
上

②
T
:手
を
上
→
S
:「
ド
ウ
」
で
手
を
返
す

６
．
前
回
ま
で
の
復
習

・
木
刀
を
配
布
す
る

(1
)そ
の
場
で
上
下
振
り
・
斜
め
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
（
右
自
然
体
）
の
確
認
）

(2
)そ
の
場
で
正
面
素
振
り
・
左
右
胴
素
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
と
振
り
止
め
）

７
．
移
動
と
打
ち
の
結
合
運
動

(1
)1
歩
前
進
後
退
正
面
素
振
り
，
2
歩
前
進
後
退
の
左
右
胴
素
振
り

背
骨
を
安
定
さ
せ
て
移
動
す
る
＝
す
り
足

右
手
・
右
足
前
の
右
自
然
体
の
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
移
動
す
る
＝
送
り
足

８
．
2
人
組
に
よ
る
基
本
の
技
の
学
習

(1
)礼
法
①
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
入
っ
て
蹲
踞
し
つ
つ
抜
刀

→
立
っ
て
構
え
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
お
願
い
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(2
)中
段
の
構
え
の
確
認
（
足
構
え
，
姿
勢
，
剣
先
の
位
置
，
左
拳
の
位
置
）

(3
)掛
り
手
（
打
つ
人
）
と
元
立
ち
（
打
た
せ
る
人
）
の
役
割
理
解

・
隙
の
作
り
方
（
開
く
，
上
げ
る
）

(4
)元
立
ち
が
構
え
を
崩
し
て
打
つ
練
習
→
役
割
交
代

①
一
足
一
刀
の
間
合
い
か
ら
相
手
の
構
え
の
崩
れ
に
対
し
て
大
き
く
1
歩
前
進
し
て

面
（
ま
た
は
胴
）
打
ち
，
小
さ
く
1
歩
引
い
て
残
心
，
も
う
1
歩
引
い
て
元
に
戻
る
．

②
崩
れ
を
小
さ
く
し
な
が
ら
，
そ
れ
へ
の
反
応
を
徐
々
に
早
く
す
る
．

◎
気
勢
（
発
声
）
，
姿
勢
，
部
位
，
物

打
ち
，
刃
筋
，
残
心
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
か

(5
)礼
法
②
（
構
え
→
蹲
踞
・
納
刀
→
立
っ
て
小
さ
く
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
感
謝
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(6
)相
手
交
代
　
(1
)→
(5
)の
繰
り
返
し
　
(4
)に
お
い
て
は
①
か
ら
②
へ
移
行

９
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
0
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
1
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

は じ め

こ
れ
ま
で
の
学
習
（
刃
筋
，
振
り
止

め
）
に
基
づ
く
基
本
の
技
を
対
人
場

面
で
実
践
で
き
る
か
評
価
す
る

な か ま と め

10
．

11
．

本
時
の
展
開
（
3
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
相
手
を
尊
重
し
て
学
習
を
行
う
態
度
を
身
に
つ
け
，
同
時
に
礼
法
や
所
作
を
通
し
て
そ
れ
を
形
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
．

・
有
効
打
突
の
条
件
を
理
解
し
て
，
そ
れ
に
か
な
っ
た
打
撃
動
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
の
隙
（
構
え
の
崩
れ
）
を
観
察
し
，
そ
こ
か
ら
打
つ
べ
き
部
位
を
発
見
し
て
技
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
礼
法
（
対
象
と
し
て
の
時
空
間
・
相
手
，
所
作
と
し
て
の
立
礼
・
蹲
踞
）
を
実
践
す
る
【
真
剣
味
の
あ
る
態
度
】

・
移
動
（
す
り
足
・
送
り
足
）
と
打
ち
（
刃
筋
・
物
打
ち
・
姿
勢
）
の
運
動
を
結
合
さ
せ
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
有
効
打
突
の
条
件
と
礼
法
所
作
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
3
.p
pt
」
）

４
．
正
座
と
坐
礼

５
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

　
(1
)入
場
行
進
と
お
茶
運
び
歩
き
　
(2
)手
刀
反
応
※

※
手
刀
に
よ
る
単
純
反
応
運
動

①
T
:手
を
下
→
S
:「
メ
ン
」
で
手
を
上

②
T
:手
を
上
→
S
:「
ド
ウ
」
で
手
を
返
す

６
．
前
回
ま
で
の
復
習

・
木
刀
を
配
布
す
る

(1
)そ
の
場
で
上
下
振
り
・
斜
め
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
（
右
自
然
体
）
の
確
認
）

(2
)そ
の
場
で
正
面
素
振
り
・
左
右
胴
素
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
と
振
り
止
め
）

７
．
移
動
と
打
ち
の
結
合
運
動

(1
)1
歩
前
進
後
退
正
面
素
振
り
，
2
歩
前
進
後
退
の
左
右
胴
素
振
り

背
骨
を
安
定
さ
せ
て
移
動
す
る
＝
す
り
足

右
手
・
右
足
前
の
右
自
然
体
の
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
移
動
す
る
＝
送
り
足

８
．
2
人
組
に
よ
る
基
本
の
技
の
学
習

(1
)礼
法
①
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
入
っ
て
蹲
踞
し
つ
つ
抜
刀

→
立
っ
て
構
え
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
お
願
い
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(2
)中
段
の
構
え
の
確
認
（
足
構
え
，
姿
勢
，
剣
先
の
位
置
，
左
拳
の
位
置
）

(3
)掛
り
手
（
打
つ
人
）
と
元
立
ち
（
打
た
せ
る
人
）
の
役
割
理
解

・
隙
の
作
り
方
（
開
く
，
上
げ
る
）

(4
)元
立
ち
が
構
え
を
崩
し
て
打
つ
練
習
→
役
割
交
代

①
一
足
一
刀
の
間
合
い
か
ら
相
手
の
構
え
の
崩
れ
に
対
し
て
大
き
く
1
歩
前
進
し
て

面
（
ま
た
は
胴
）
打
ち
，
小
さ
く
1
歩
引
い
て
残
心
，
も
う
1
歩
引
い
て
元
に
戻
る
．

②
崩
れ
を
小
さ
く
し
な
が
ら
，
そ
れ
へ
の
反
応
を
徐
々
に
早
く
す
る
．

◎
気
勢
（
発
声
）
，
姿
勢
，
部
位
，
物

打
ち
，
刃
筋
，
残
心
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
か

(5
)礼
法
②
（
構
え
→
蹲
踞
・
納
刀
→
立
っ
て
小
さ
く
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
感
謝
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(6
)相
手
交
代
　
(1
)→
(5
)の
繰
り
返
し
　
(4
)に
お
い
て
は
①
か
ら
②
へ
移
行

９
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
0
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
1
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

は じ め

こ
れ
ま
で
の
学
習
（
刃
筋
，
振
り
止

め
）
に
基
づ
く
基
本
の
技
を
対
人
場

面
で
実
践
で
き
る
か
評
価
す
る

な か ま と め

本
時
の
展
開
（
3
/
1
0
時
間
）

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
相
手
を
尊
重
し
て
学
習
を
行
う
態
度
を
身
に
つ
け
，
同
時
に
礼
法
や
所
作
を
通
し
て
そ
れ
を
形
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
．

・
有
効
打
突
の
条
件
を
理
解
し
て
，
そ
れ
に
か
な
っ
た
打
撃
動
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
の
隙
（
構
え
の
崩
れ
）
を
観
察
し
，
そ
こ
か
ら
打
つ
べ
き
部
位
を
発
見
し
て
技
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
礼
法
（
対
象
と
し
て
の
時
空
間
・
相
手
，
所
作
と
し
て
の
立
礼
・
蹲
踞
）
を
実
践
す
る
【
真
剣
味
の
あ
る
態
度
】

・
移
動
（
す
り
足
・
送
り
足
）
と
打
ち
（
刃
筋
・
物
打
ち
・
姿
勢
）
の
運
動
を
結
合
さ
せ
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
整
列
・
あ
い
さ
つ
，
本
時
の
な
が
れ
の
説
明
を
受
け
る
．

３
．
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
．

「
有
効
打
突
の
条
件
と
礼
法
所
作
」
（
「
ス
ラ
イ
ド
3
.p
pt
」
）

４
．
正
座
と
坐
礼

５
．
準
備
体
操
を
行
う
．

(1
)各
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ

(2
)本
時
の
ね
ら
い
に
つ
な
が
る
運
動
動
作

　
(1
)入
場
行
進
と
お
茶
運
び
歩
き
　
(2
)手
刀
反
応
※

※
手
刀
に
よ
る
単
純
反
応
運
動

①
T
:手
を
下
→
S
:「
メ
ン
」
で
手
を
上

②
T
:手
を
上
→
S
:「
ド
ウ
」
で
手
を
返
す

６
．
前
回
ま
で
の
復
習

・
木
刀
を
配
布
す
る

(1
)そ
の
場
で
上
下
振
り
・
斜
め
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
（
右
自
然
体
）
の
確
認
）

(2
)そ
の
場
で
正
面
素
振
り
・
左
右
胴
素
振
り
（
刃
筋
と
姿
勢
と
振
り
止
め
）

７
．
移
動
と
打
ち
の
結
合
運
動

(1
)1
歩
前
進
後
退
正
面
素
振
り
，
2
歩
前
進
後
退
の
左
右
胴
素
振
り

背
骨
を
安
定
さ
せ
て
移
動
す
る
＝
す
り
足

右
手
・
右
足
前
の
右
自
然
体
の
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
移
動
す
る
＝
送
り
足

８
．
2
人
組
に
よ
る
基
本
の
技
の
学
習

(1
)礼
法
①
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
入
っ
て
蹲
踞
し
つ
つ
抜
刀

→
立
っ
て
構
え
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
お
願
い
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(2
)中
段
の
構
え
の
確
認
（
足
構
え
，
姿
勢
，
剣
先
の
位
置
，
左
拳
の
位
置
）

(3
)掛
り
手
（
打
つ
人
）
と
元
立
ち
（
打
た
せ
る
人
）
の
役
割
理
解

・
隙
の
作
り
方
（
開
く
，
上
げ
る
）

(4
)元
立
ち
が
構
え
を
崩
し
て
打
つ
練
習
→
役
割
交
代

①
一
足
一
刀
の
間
合
い
か
ら
相
手
の
構
え
の
崩
れ
に
対
し
て
大
き
く
1
歩
前
進
し
て

面
（
ま
た
は
胴
）
打
ち
，
小
さ
く
1
歩
引
い
て
残
心
，
も
う
1
歩
引
い
て
元
に
戻
る
．

②
崩
れ
を
小
さ
く
し
な
が
ら
，
そ
れ
へ
の
反
応
を
徐
々
に
早
く
す
る
．

◎
気
勢
（
発
声
）
，
姿
勢
，
部
位
，
物

打
ち
，
刃
筋
，
残
心
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
か

(5
)礼
法
②
（
構
え
→
蹲
踞
・
納
刀
→
立
っ
て
小
さ
く
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）

・
尊
重
す
る
態
度
を
形
に
表
す
こ
と

を
強
調
（
感
謝
）

◎
正
し
い
所
作
と
真
剣
さ

(6
)相
手
交
代
　
(1
)→
(5
)の
繰
り
返
し
　
(4
)に
お
い
て
は
①
か
ら
②
へ
移
行

９
．
木
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
0
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
1
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

は じ め

こ
れ
ま
で
の
学
習
（
刃
筋
，
振
り
止

め
）
に
基
づ
く
基
本
の
技
を
対
人
場

面
で
実
践
で
き
る
か
評
価
す
る

な か ま と め
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池田：田川市中学校剣道プログラム（TCKP-1）の策定とその評価

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
礼
法
の
意
味
を
理
解
し
た
上
で
，
正
し
い
所
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
の
反
応
（
引
き
）
に
合
わ
せ
て
，
連
続
技
の
動
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
元
立
ち
，
掛
り
手
を
立
場
を
理
解
し
て
，
安
全
に
技
の
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
立
礼
か
ら
蹲
踞
，
刀
の
操
作
（
提
刀
・
帯
刀
・
抜
刀
・
納
刀
）
が
で
き
る
．

・
連
続
技
の
最
初
の
技
で
正
し
い
足
遣
い
（
送
り
足
で
構
え
に
戻
る
）
が
で
き
る
．

・
木
刀
で
の
寸
止
め
と
隙
の
作
り
方
，
竹
刀
で
の
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
止
め
と
打
た
せ
方
が
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

◎
刃
筋
の
確
認

６
．
四
挙
動
の
面
素
振
り
・
胴
素
振
り

(1
)振
り
か
ぶ
り
　
(2
)前
進
・
振
り
と
め
　
(3
)残
心
　
(4
)元
の
位
置
に
戻
る

◎
刃
筋
が
通
っ
た
振
り
下
ろ
し

７
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
・
胴
打
ち
練
習

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
A
）
面
面
打
ち
，
B
)面
胴
打
ち
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
剣
先
を
開
く
　
(2
)S
：
面
を
打
ち
こ
む
　
T
：
同
時
に
一
歩
引
く
　
(3
)S
：
直
ち
に
2
本
目
の
面
を
打
つ

T
:教
師
　
S
:生
徒

(1
)T
：
剣
先
を
開
く
　
(2
)S
：
面
を
打
ち
こ
む
　
T
：
一
歩
引
い
て
受
け
止
め
る
　
(3
)S
：
直
ち
に
胴
を
打
つ

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
A
）
面
面
打
ち
，
B
)面
胴
打
ち
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
の
機
会
を
与
え
る

・
S
kは
S
m
が
つ
く
っ
た
隙
に
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
打
ち
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

・
木
刀
の
回
収

1
0
．
扇
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
面
・
胴
打
ち
の
打
た
せ
方
の
確
認

・
竹
刀
の
配
布

面
の
打
た
せ
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
の
打
た
せ
方

頭
の
高
さ
で
前
方
へ
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
右
を
向
く

1
1
．
対
人
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
A
）
面
面
打
ち
，
B
)面
胴
打
ち
練
習

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
打
ち
止
め
・
残
心

・
９
の
要
領
で
相
手
の
竹
刀
を
打
つ

・
打
ち
止
め
は
，
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
当
た
っ
た
瞬
間
に
握
っ
て
止
め
る

1
2
．
竹
刀
を
用
い
た
整
理
体
操
を
行
う
．

1
3
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
4
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
5
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

は じ め

木
刀
で
学
習
し
た
基
本
動
作
と
基

本
の
技
を
竹
刀
で
実
際
に
打
つ
場

面
で
も
行
え
る
か
を
評
価
す
る

ま と め

本
時
の
展
開
（
5
/
1
0
時
間
）

な か

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
後
退
動
作
の
中
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
竹
刀
を
振
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
相
手
を
打
つ
間
合
い
に
つ
い
て
理
解
す
る
．

・
正
し
い
つ
ば
ぜ
り
合
い
の
姿
勢
か
ら
，
引
き
技
が
出
せ
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
前
進
後
退
の
素
振
り
が
で
き
る
．

・
引
き
技
に
お
い
て
も
物
打
ち
で
部
位
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
つ
ば
と
つ
ば
を
合
わ
せ
て
身
体
の
正
面
で
相
手
と
向
き
合
っ
た
状
態
か
ら
後
退
で
の
技
が
出
せ
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
前
後
の
送
り
足
の
足
捌
き
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

◎
構
え
の
足
で
前
後
に

ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
か

６
．
前
進
後
退
の
正
面
素
振
り
・
面
胴
素
振
り

(1
)振
り
か
ぶ
り
　
(2
)前
進
（
右
左
）
・
振
り
お
ろ
し
　
(3
)左
足
後
退
・
振
り
か
ぶ
り
　
(4
)右
足
引
き
つ
け
・
振
り
お
ろ
し
◎
振
り
下
ろ
し
と
右
足
の
連
動

７
．
間
合
い
と
つ
ば
ぜ
り
合
い
の
説
明
（
板
書
）

(1
)一
足
一
刀
の
間
　
(2
)打
ち
間
　
(3
)つ
ば
ぜ
り
合
い

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
引
き
面
打
ち
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
剣
先
を
開
く
　
(2
)S
：
面
を
打
ち
こ
む
　
T
：
受
け
止
め
る
　
(3
)T
・
S
：
1
歩
出
て
つ
ば
ぜ
り
合
い

T
:教
師
　
S
:生
徒

(4
)S
：
引
き
面
を
打
つ
　
(5
)S
・
T
：
一
歩
引
い
て
元
に
戻
る

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
引
き
面
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
の
機
会
を
与
え
る

・
S
kは
S
m
が
つ
く
っ
た
隙
に
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
打
ち
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

・
木
刀
の
回
収

1
0
．
扇
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
面
・
胴
打
ち
の
打
た
せ
方
の
確
認

・
竹
刀
の
配
布

面
の
打
た
せ
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
の
打
た
せ
方

頭
の
高
さ
で
前
方
へ
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
右
を
向
く

元
立
ち
は
1
歩
前
に
出
て
手
元
を
高
く
挙
げ
て
面
を
受
け
る
（
掛
り
手
は
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
面
）

お
互
い
に
手
元
を
下
げ
て
つ
ば
ぜ
り
合
い
（
竹
刀
の
つ
ば
ぜ
り
合
い
は
掛
り
手
の

み
）
．

1
1
．
対
人
隊
形
で
の
竹
刀
に
よ
る
引
き
面
，
引
き
胴
練
習

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
打
ち
止
め
・
残
心

・
９
の
要
領
で
相
手
の
竹
刀
を
打
つ

・
打
ち
止
め
は
，
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
当
た
っ
た
瞬
間
に
握
っ
て
止
め
る

1
2
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
3
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
4
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
6
/
1
0
時
間
）

は じ め な か ま と め

引
き
技
に
必
要
な
基
本
動
作
を
修

得
し
，
後
退
し
な
が
ら
有
効
打
突
の

条
件
を
満
た
す
技
を
出
せ
る
か
を

評
価
す
る
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１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
様
々
な
応
じ
技
の
種
類
を
理
解
す
る
．

・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
併
せ
て
体
を
さ
ば
き
な
が
ら
相
手
の
木
刀
を
制
す
る
．

・
相
手
の
技
を
制
し
て
（
打
ち
落
と
し
，
す
り
あ
げ
）
，
生
じ
た
隙
に
技
を
出
す
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
仕
掛
け
技
と
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
前
後
や
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
素
早
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
元
立
ち
と
の
技
を
見
極
め
て
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
送
り
足
の
足
捌
き
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

◎
構
え
の
足
で
斜
め
方
向
に

ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
か

６
．
板
書
説
明

(1
)応
じ
技
の
種
類

◎
応
じ
技
の
種
類
の
理
解

な か
(2
)応
じ
技
の
中
の
打
ち
落
と
し
技
・
す
り
あ
げ
技

◎
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
遣
っ
て
打
ち

落
と
し
技
の
た
め
の
体
さ
ば
き
を
理
解

７
．
技
の
示
範
１
（
胴
打
ち
落
と
し
面
）

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
胴
打
ち
落
と
し
面
の
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
胴
を
打
つ
　
S
：
左
斜
後
に
さ
ば
い
て
打
ち
落
と
し

(2
)S
：
面
を
打
つ
　
(3
)T
・
S
：
元
に
戻
る
（
1
,2
,3
,4
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
胴
打
ち
落
と
し
面
の
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
込
む

・
S
kは
S
m
の
打
ち
に
対
応
し
て
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
応
じ
技
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

◎
安
全
に
配
慮
し
て
元
立
ち
が
で
き
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

◎
元
立
ち
の
技
に
合
わ
せ
て
技
を
出
す

1
0
．
技
の
示
範
２
（
面
す
り
あ
げ
面
）

1
1
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
す
り
あ
げ
面
の
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
面
を
打
つ
　
(2
)S
：
す
り
あ
げ
な
が
ら
後
ろ
に
下
が
り
，
前
へ
出
て
面
を
打
つ

(3
)T
・
S
：
元
に
戻
る
（
1
,2
,3
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

1
2
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
す
り
あ
げ
面
の
練
習
（
９
．
に
同
じ
）

1
3
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
4
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
5
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
8
/
1
0
時
間
）

は じ め

相
手
の
木
刀
を
制
す
る
の
に
必
要
な
基

本
動
作
を
修
得
し
，
相
手
の
技
に
応
じ

て
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
技
を
出

せ
る
か
を
評
価
す
る

ま と め

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
応
じ
技
を
理
解
す
る
．

・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
併
せ
て
体
を
さ
ば
く
．

・
相
手
の
技
を
か
わ
し
て
（
抜
い
て
）
，
生
じ
た
隙
に
技
を
出
す
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
仕
掛
け
技
と
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
元
立
ち
と
の
技
を
見
極
め
て
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
送
り
足
の
足
捌
き
（
斜
め
方
向
）
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

◎
構
え
の
足
で
斜
め
方
向
に

ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
か

６
．
板
書
説
明

(1
)剣
道
の
技
の
分
類
：
仕
掛
け
技
と
応
じ
技

◎
技
の
分
類
の
理
解

な か
(2
)応
じ
技
の
中
の
抜
き
技

◎
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
遣
っ
た

　
　
抜
き
技
の
た
め
の
体
さ
ば
き
の
理

解

７
．
抜
き
技
の
示
範
１
（
面
抜
き
面
）

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
抜
き
面
の
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
面
を
打
つ
　
S
：
左
斜
後
に
さ
ば
く
　
(2
)S
：
面
を
打
つ
　
(3
)T
・
S
：
元
に
戻
る
（
1
,2
,3
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
抜
き
面
の
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
の
機
会
を
与
え
る

・
S
kは

S
m
が
つ
く
っ
た
隙
に
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
打
ち
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

◎
安
全
に
配
慮
し
て
元
立
ち
が
で
き
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

◎
元
立
ち
の
技
に
合
わ
せ
て
技
を
出
す

1
0
．
抜
き
技
の
示
範
２
（
面
抜
き
胴
）

1
1
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
抜
き
胴
の
練
習

◎
胴
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
面
を
打
つ
　
S
：
右
斜
前
に
さ
ば
き
な
が
ら
胴
を
打
つ

(2
)　
T
・
S
：
右
斜
後
に
下
が
っ
て
左
へ
戻
る
（
1
,2
,3
,4
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

1
2
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
抜
き
胴
の
練
習
（
９
．
に
同
じ
）

1
3
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
4
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
5
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
7
/
1
0
時
間
）

は じ め

抜
き
技
に
必
要
な
基
本
動
作
を
修

得
し
，
相
手
の
技
に
応
じ
て
有
効
打

突
の
条
件
を
満
た
す
技
を
出
せ
る

か
を
評
価
す
る

ま と め

　
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
遣
っ
た

抜
き
技
の
た
め
の
体
さ
ば
き
の
理
解

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
応
じ
技
を
理
解
す
る
．

・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
併
せ
て
体
を
さ
ば
く
．

・
相
手
の
技
を
か
わ
し
て
（
抜
い
て
）
，
生
じ
た
隙
に
技
を
出
す
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
仕
掛
け
技
と
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

・
元
立
ち
と
の
技
を
見
極
め
て
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
送
り
足
の
足
捌
き
（
斜
め
方
向
）
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

◎
構
え
の
足
で
斜
め
方
向
に

ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
か

６
．
板
書
説
明

(1
)剣
道
の
技
の
分
類
：
仕
掛
け
技
と
応
じ
技

◎
技
の
分
類
の
理
解

な か
(2
)応
じ
技
の
中
の
抜
き
技

◎
斜
め
方
向
の
送
り
足
を
遣
っ
た

　
　
抜
き
技
の
た
め
の
体
さ
ば
き
の
理

解

７
．
抜
き
技
の
示
範
１
（
面
抜
き
面
）

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
抜
き
面
の
練
習

◎
面
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
面
を
打
つ
　
S
：
左
斜
後
に
さ
ば
く
　
(2
)S
：
面
を
打
つ
　
(3
)T
・
S
：
元
に
戻
る
（
1
,2
,3
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
抜
き
面
の
練
習

S
m
:元
立
ち
（
T
の
動
き
）
　
S
k:
掛
り
手

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

◎
正
し
い
所
作

・
S
m
は
T
の
動
き
で
S
kに
打
ち
の
機
会
を
与
え
る

・
S
kは

S
m
が
つ
く
っ
た
隙
に
有
効
打
突
の
条
件
を
満
た
す
打
ち
を
出
す

◎
発
声
・
姿
勢
・
刃
筋
・
移
動
・

　
　
物
打
ち
で
の
振
り
止
め
・
残
心

・
役
割
を
交
代
す
る

◎
安
全
に
配
慮
し
て
元
立
ち
が
で
き
る

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

◎
元
立
ち
の
技
に
合
わ
せ
て
技
を
出
す

1
0
．
抜
き
技
の
示
範
２
（
面
抜
き
胴
）

1
1
．
扇
隊
形
（
T
-
S
s）
で
の
面
抜
き
胴
の
練
習

◎
胴
打
ち
後
，
構
え
足
に
戻
る

(1
)T
：
面
を
打
つ
　
S
：
右
斜
前
に
さ
ば
き
な
が
ら
胴
を
打
つ

(2
)　
T
・
S
：
右
斜
後
に
下
が
っ
て
左
へ
戻
る
（
1
,2
,3
,4
の
リ
ズ
ム
）

T
:教
師
　
S
:生
徒

※
T
，
S
交
代
し
て
元
立
ち
練
習

1
2
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
面
抜
き
胴
の
練
習
（
９
．
に
同
じ
）

1
3
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
4
．
本
時
の
ま
と
め
を
行
う
．

(1
)教
師
の
評
価
を
聞
く

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
生
徒
同
士
の
学
び
あ
い

の
必
要
性
を
説
明
す
る
．

(2
)授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

1
5
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
7
/
1
0
時
間
）

は じ め

抜
き
技
に
必
要
な
基
本
動
作
を
修

得
し
，
相
手
の
技
に
応
じ
て
有
効
打

突
の
条
件
を
満
た
す
技
を
出
せ
る

か
を
評
価
す
る

ま と め
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池田：田川市中学校剣道プログラム（TCKP-1）の策定とその評価

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
学
習
し
た
技
を
復
習
し
，
型
と
し
て
演
武
す
る
．

・
技
に
必
要
な
基
本
動
作
を
再
確
認
す
る
．

・
有
効
打
突
の
基
準
を
再
確
認
す
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
仕
掛
け
技
（
1
本
打
ち
，
連
続
，
引
き
）
と
応
じ
技
（
抜
き
・
打
ち
落
と
し
）
の
理
合
を
理
解
し
て
い
る
．

・
す
り
足
の
送
り
足
，
刃
筋
の
通
っ
た
振
り
，
振
り
止
め
，
正
し
い
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
．

・
気
勢
（
声
）
，
姿
勢
，
物
打
ち
と
部
位
，
刃
筋
，
残
心
を
伴
っ
た
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
本
時
の
説
明
を
聞
く

５
．
準
備
体
操
・
送
り
足
の
足
捌
き
・
素
振
り
（
礼
法
の
確
認
）
を
行
う
．

６
．
板
書
説
明

(1
)形
の
方
法

(2
)技
の
種
類
と
順
番

７
．
形
の
示
範

◎
評
価
基
準

(1
)　
一
本
打
ち
の
技
：
面

有
効
打
突

(2
)　
連
続
技
：
面
胴

１
．
気
勢
（
大
き
く
，
真
剣
な
声
）

(3
)　
引
き
技
：
引
き
面

２
．
姿
勢
（
自
然
体
，
足
さ
ば
き
）

(4
)　
抜
き
技
：
面
抜
き
胴

３
．
打
突
部
・
打
突
部
位

(5
)　
打
ち
落
と
し
技
：
胴
打
ち
落
と
し
面

　
　
　
　
（
部
位
に
届
く
間
合
）

８
．
扇
隊
形
（
T
-
S
）
で
の
演
武
練
習

４
．
刃
筋
（
刃
の
方
向
と
木
刀
操
作
）

９
．
対
人
隊
形
（
S
m
-
S
k）
で
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
武
練
習

５
．
残
心
（
気
を
抜
か
ず
元
に
戻
る
）

・
礼
法
（
9
歩
の
間
で
提
刀
・
立
礼
→
帯
刀
→
3
歩
前
進
・
蹲
踞
・
抜
刀
）
，
構
え

礼
法

・
７
の
.(
1
)～
(5
)の
演
武

１
．
心
が
こ
も
っ
て
い
る

・
役
割
を
交
代
す
る

２
．
正
し
い
所
作

・
礼
法
（
蹲
踞
・
納
刀
→
5
歩
後
退
→
提
刀
・
立
礼
）
，
相
手
交
代

・
演
武
組
み
合
わ
せ
（
カ
ッ
コ
は
評
価
者
）
　

　
　
　
　
A
（
C
）
-
B
（
D
）
　
C
（
A
）
-
D
（
B
)　
A
（
C
）
-
D
（
B
)　
B
（
A
)-
C
（
D
)

※
相
互
評
価
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

1
0
．
全
体
で
の
通
し
練
習

1
1
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

・
協
力
し
て
片
付
け
る
よ
う
促
す

1
2
．
次
回
（
演
武
テ
ス
ト
）
の
説
明
を
行
う
．

1
3
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

授
業
評
価
を
記
入
し
な
が
ら
，
本
時
を
振
り
か
え
る

・
授
業
評
価
票
（
生
徒
用
）
の
配
布

本
時
の
展
開
（
9
/
1
0
時
間
）

は じ め ま と めな か

安
全
に
配
慮
し
て
元
立
ち
，
掛
か
り

手
の
役
割
を
演
武
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
．
技
の
動
き
や
意
味
を
理
解
し

て
い
る
か
．
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
か
．

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
元
立
ち
と
掛
り
手
の
役
割
を
理
解
し
て
形
を
演
武
す
る
．

・
正
し
い
礼
法
を
所
作
に
の
っ
と
っ
て
行
う
．

・
他
の
生
徒
の
礼
法
や
演
武
す
る
技
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
評
価
す
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
礼
法
や
技
の
評
価
の
観
点
を
理
解
し
て
い
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
演
武
テ
ス
ト
の
要
領
説
明
を
聞
く

５
．
組
み
合
わ
せ
（
ペ
ア
）
の
決
定
と
形
演
武
の
練
習

　
(1
)　
提
げ
刀
　
立
礼
　
帯
刀
　
3
歩
前
進
　
抜
刀
　
蹲
踞
　
立
ち
上
が
り

　
(2
)　
1
本
目
（
面
打
ち
・
必
修
）

◎
自
分
の
得
意
技
を
選
択
し
，
正
し

く
演
武
で
き
る
か

　
(3
)　
2
，
3
本
目
（
仕
掛
け
技
）
の
い
ず
れ
か

　
(4
)　
4
，
5
本
目
（
応
じ
技
）
の
い
ず
れ
か

　
(5
)　
元
立
ち
と
掛
り
手
を
交
代
し
て
(2
)～
(4
)

◎
元
立
ち
の
役
割
を
理
解
し
て
協

力
し
て
演
武
で
き
て
い
る
か

　
(6
)　
蹲
踞
　
納
刀
　
立
っ
て
3
歩
後
退
　
提
げ
刀
　
立
礼

６
．
演
武
テ
ス
ト
と
そ
の
評
価

　
第
1
組
か
ら
順
に
演
武

　
他
者
の
演
武
の
評
価
を
行
う

◎
評
価
の
観
点
を
理
解
し
て
い
る
か

７
．
全
員
で
素
振
り

８
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

９
．
単
元
の
振
り
か
え
り
（
評
価
を
聞
く
）

1
0
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
1
0
/
1
0
時
間
）

は じ め ま と めな か

10
．

１
．
本
時
の
ね
ら
い

・
元
立
ち
と
掛
り
手
の
役
割
を
理
解
し
て
形
を
演
武
す
る
．

・
正
し
い
礼
法
を
所
作
に
の
っ
と
っ
て
行
う
．

・
他
の
生
徒
の
礼
法
や
演
武
す
る
技
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
評
価
す
る
．

２
．
本
時
の
学
習
評
価

・
礼
法
や
技
の
評
価
の
観
点
を
理
解
し
て
い
る
．

学
習
内
容
・
活
動

評
価
方
法
及
び
評
価
基
準
（
◎
）

１
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
軽
い
ペ
ー
ス
で
体
育
館
3
周
）
を
行
う
．
脱
靴

２
．
木
刀
を
持
っ
て
整
列

３
．
正
座
，
黙
想
（
3
0
秒
）
，
坐
礼

４
．
演
武
テ
ス
ト
の
要
領
説
明
を
聞
く

５
．
組
み
合
わ
せ
（
ペ
ア
）
の
決
定
と
形
演
武
の
練
習

　
(1
)　
提
げ
刀
　
立
礼
　
帯
刀
　
3
歩
前
進
　
抜
刀
　
蹲
踞
　
立
ち
上
が
り

　
(2
)　
1
本
目
（
面
打
ち
・
必
修
）

◎
自
分
の
得
意
技
を
選
択
し
，
正
し

く
演
武
で
き
る
か

　
(3
)　
2
，
3
本
目
（
仕
掛
け
技
）
の
い
ず
れ
か

　
(4
)　
4
，
5
本
目
（
応
じ
技
）
の
い
ず
れ
か

　
(5
)　
元
立
ち
と
掛
り
手
を
交
代
し
て
(2
)～
(4
)

◎
元
立
ち
の
役
割
を
理
解
し
て
協

力
し
て
演
武
で
き
て
い
る
か

　
(6
)　
蹲
踞
　
納
刀
　
立
っ
て
3
歩
後
退
　
提
げ
刀
　
立
礼

６
．
演
武
テ
ス
ト
と
そ
の
評
価

　
第
1
組
か
ら
順
に
演
武

　
他
者
の
演
武
の
評
価
を
行
う

◎
評
価
の
観
点
を
理
解
し
て
い
る
か

７
．
全
員
で
素
振
り

８
．
使
っ
た
用
具
を
片
づ
け
る
．

９
．
単
元
の
振
り
か
え
り
（
評
価
を
聞
く
）

1
0
．
正
座
，
黙
想
，
坐
礼

本
時
の
展
開
（
1
0
/
1
0
時
間
）

は じ め ま と めな か
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学
習
者
の
授
業
評
価

 

年
 

 
組

 
 
番

 
氏
名
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

今
日
の
授
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
．
つ
ぎ
の

A
～

Iに
つ
い
て
，
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
し
た
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に

○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
そ
う
答
え
た
〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕
を
か
ん
た
ん
に
書
い
て
く
だ
さ
い
．

 

質
問
項
目

 
回
答

 

A
．
深
く
心
に
残
る
こ
と
や
感
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

B
．
今
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
（
運
動
や
わ
ざ
）
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

C
．
「
あ
っ
，
そ
う
か
」
と
か
「
あ
っ
，
わ
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

D
．
全
力
を
尽
く
し
て
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

E
．
楽
し
か
っ
た
で
す
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

F
．
自
分
か
ら
進
ん
で
学
習
で
き
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

G
．
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
何
回
も
練
習
で
き
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

H
．
友
だ
ち
と
協
力
し
て
，
な
か
よ
く
学
習
で
き
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

I．
友
だ
ち
と
お
た
が
い
に
教
え
た
り
，
助
け
た
り
し
ま
し
た
か

 
（

 
は
い

 
・

 
ど
ち
ら
で
も
な
い

 
・

 
い
い
え

 
）

 

〔
理
由
ま
た
は
具
体
例
〕

 
 

 資
料

3 
教

師
向

け
授

業
評

価
 

お
名

前
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

記
入

日
 

 
 

 
年

 
月

 
日

 

質
問

１
 

本
時

（
第

1
回

目
）

の
学

習
．

．
内

容
．

．
に

つ
い

て
以

下
の

A
～

Jの
観

点
で

評
価

し
て

く
だ

さ
い

．
 

評
価

〔
1
:
全

く
そ

う
思

わ
な

い
 

2
:
そ

う
思

わ
な

い
 

3
:
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
4
:
そ

う
思

う
 

5
:
と

て
も

そ
う

思
う

〕
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

項
目

 
評

価
（

数
字

に
○

を
つ

け
る

）
 

A
．

教
え

て
い

る
こ

と
が

明
確

な
内

容
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

B
．

生
徒

の
学

び
を

保
証

し
た

内
容

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

C
．

教
え

る
目

的
が

明
確

な
内

容
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

D
．

成
功

の
基

準
が

明
確

な
内

容
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

E．
行

動
目

標
を

確
認

で
き

る
内

容
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

F．
目

標
と

な
る

行
動

を
引

き
出

せ
る

内
容

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

G
．

学
ば

せ
て

，
楽

し
ま

せ
る

内
容

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

H
．

個
人

差
に

配
慮

し
た

内
容

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

I．
生

徒
に

と
っ

て
易

し
す

ぎ
る

内
容

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

J．
生

徒
が

学
習

す
る

内
容

が
多

す
ぎ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

 質
問

２
 

本
時

の
学

習
内

容
．

．
．

．
に

つ
い

て
お

気
付

き
の

点
を

自
由

に
お

書
き

く
だ

さ
い

．
 

（
例

，
技

能
，

関
心

・
意

欲
・

態
度

，
思

考
・

判
断

，
知

識
・

理
解

等
の

観
点

 
学

習
内

容
の

妥
当

性
，

理
解

度
等

）
 

           

資
料

4 
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質
問

３
 

本
時

を
見

学
（

視
聴

）
さ

れ
て

，
同

じ
内

容
の

授
業

を
先

生
が

実
施

さ
れ

る
場

合
の

見
通

し
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
に

つ
い

て
，

以
下

の
a～

jの
観

点
で

回
答

し
て

く
だ

さ
い

．
 

回
答

〔
1
:
全

く
そ

う
思

わ
な

い
 

2
:
そ

う
思

わ
な

い
 

3
:
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
4
:
そ

う
思

う
 

5
:
と

て
も

そ
う

思
う

〕
 

見
通

し
の

観
点

 
回

答
（

数
字

に
○

を
つ

け
る

）
 

a．
生

徒
の

学
び

を
保

証
で

き
そ

う
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

b．
標

的
行

動
を

見
せ

る
こ

と
が

で
き

そ
う

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

c．
目

標
と

な
る

生
徒

の
行

動
を

引
き

出
せ

そ
う

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

d．
引

き
出

し
た

行
動

が
強

化
（

誉
め

る
）
で

き
そ

う
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

e．
正

し
い

行
動

を
教

え
る

こ
と

が
で

そ
う

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

f．
誤

っ
た

行
動

を
教

え
る

こ
と

が
で

き
そ

う
で

あ
る

 
１

・
・

・
２

・
・

・
３

・
・

・
４

・
・

・
５

 

g．
学

ば
せ

て
，

楽
し

ま
せ

る
こ

と
が

で
き

そ
う

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

h．
個

人
差

に
配

慮
し

た
指

導
が

で
き

そ
う

で
あ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

i．
指

導
す

る
内

容
が

難
し

す
ぎ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

j．
取

り
扱

う
内

容
の

量
が

少
な

す
ぎ

る
 

１
・

・
・

２
・

・
・

３
・

・
・

４
・

・
・

５
 

 質
問

４
 

本
時

を
見

学
（

視
聴

）
さ

れ
て

，
同

じ
内

容
の

授
業

を
先

生
が

実
施

さ
れ

る
場

合
の

見
通

し
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
．

．
と

し
て

お
気

付
き

の
点

を
自

由
に

お
書

き
く

だ
さ

い
．

 

            

資
料

5

番
号

氏
名

１
：
全
く
そ
う
思
わ
な
い

　
　
1
0
：
と
て
も
そ
う
思
う

1
：
剣
道
は
危
険
だ
と
思
う

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

2
：
形
の
方
法
で
た
く
さ
ん
の
技
を
学
び
た
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

3
：
同
じ
武
道
な
ら
柔
道
を
し
た
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

4
：
対
人
（
2
人
で
向
き
合
う
）
が
お
も
し
ろ
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

5
：
木
刀
の
形
よ
り
竹
刀
で
打
つ
形
が
し
た
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

6
：
剣
道
は
運
動
量
が
少
な
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

7
：
剣
道
は
真
剣
に
や
れ
ば
安
全
だ
と
思
う

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

8
：
剣
道
は
怖
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

9
：
ま
た
授
業
で
剣
道
が
し
た
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
0
：
防
具
（
面
や
胴
）
を
つ
け
て
剣
道
が
し
た
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

１
：
と
て
も
不
満

　
　
1
0
：
と
て
も
満
足

◎
剣
道
の
授
業
の
満
足
度
を
評
価
し
て
く
だ
さ
い

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

　
　
剣
道
の
授
業
の
感
想
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

剣
道
の
単
元
（1
0
時
間
）
に
対
す
る
評
価
（
生
徒
用
）

体
育
と
し
て
剣
道
の
学
習
を
1
0
時
間
行
っ
て
の
感
想
と
し
て
当
て
は
ま
る
数
字
に
○
を
し
て
く
だ
さ
い
．

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
体
育
の
成
績
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
正
直
に
答
え
て
く
だ
さ
い
．
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料

6 こ
の
取
り
組
み
（
剣
道
の
模
擬
授
業
1
0
時
間
）
を
実
施
・
見
学
し
て
の
感
想
と
し
て
当
て
は
ま
る
数
字
に
○
を
し
て
く
だ
さ
い
．

１
：
全
く
そ
う
思
わ
な
い

　
　
1
0
：
と
て
も
そ
う
思
う

1
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

2
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

3
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

4
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

5
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

6
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

7
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

8
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

9
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
0
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
1
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
2
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
3
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
4
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

1
5
：

（
　
１
・
・
・
２
・
・
・
３
・
・
・
４
・
・
・
５
・
・
・
６
・
・
・
７
・
・
・
８
・
・
・
９
・
・
・
１
０
　
）

　
　
感
想
を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

授
業
で
使
っ
た
ゴ
ム
製
木
刀
で
も
安
全
性
に
問
題
が
あ

る

剣
道
の
単
元
（
1
0
時
間
）
に
対
す
る
評
価
（教

師
用
）

自
分
で
授
業
を
行
う
見
通
し
が
立
っ
た

も
っ
と
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
に
工
夫
で
き
そ
う
で
あ
る

こ
の
内
容
を
参
考
に
学
習
量
を
少
な
く
し
て
ゆ
っ
く
り
指
導

し
た
い

全
く
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
必
要
を
感
じ
る

剣
道
に
は
T
A
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

見
本
を
示
す
自
信
が
あ
る

生
徒
の
良
い
モ
デ
ル
の
見
極
め
が
で
き
そ
う
で
あ
る

木
刀
に
よ
る
形
の
学
習
で
も
生
徒
の
興
味
を
喚
起
で
き

そ
う
で
あ
る

記
入
者
氏
名

形
の
学
習
と
竹
刀
防
具
打
ち
込
み
形
式
の
学
習
で
は
形

の
方
が
危
険
で
あ
る

剣
道
の
授
業
は
竹
刀
防
具
で
行
う
べ
き
で
あ
る

形
で
あ
れ
竹
刀
防
具
で
あ
れ
，
生
徒
の
実
態
を
考
え
る
と

剣
道
を
教
え
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る

自
分
が
見
本
を
示
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
研
修
が
し
た

い 形
で
あ
れ
，
竹
刀
防
具
で
あ
れ
中
学
生
に
剣
道
の
授
業

を
行
う
こ
と
の
意
義
を
感
じ
る

竹
刀
防
具
に
よ
る
剣
道
授
業
で
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る




